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Ⅰ　調査に至る経緯の経過

　蛭田坪遺跡は、こΕまでの発掘調査の成果͔Β弥生時代͔Β中世に͔けての遺跡であることが

໌Β͔になっていた。平成 22 年に遺跡のൣғ಺で県道 191 号江川小松原線改良޻事がおこなΘ

ΕることになΓ、ಉ年４月に和歌山県教育委員会文化遺産՝が޻事立会を実施した。

事立会は、ର৅地のൣғに෯޻　 1m લޙʷ௕͞ 1�7 ～ 2�5m のτϨンνを２Օ所ઃ定し、掘࡟は

౓のਂ޻事施޻ 1m を໨ॲに、ػցにΑΓ実施した。ͦの݁果、੢ଆの１τϨンν͔Βߞچ作土・

চ土直Լで遺構面を֬ೝし、ॏෳするϐοτ２基（本報告遺構３・４）をݕ出した。東ଆの２τ

Ϩンνでは地山面がԼがΓ、޻事施ਂ޻౓಺には遺構面がଘ在しないことが໌Β͔になった。

　調査の成果͔Β、２τϨンν͔Β東ଆにはຒଂ文化財がల։ͤͣ、１τϨンν͔Β２τϨンν

の੢ଆ直ۙまでのൣғにおいて、施ਂ޻౓಺にຒଂ文化財がల։しているՄೳੑが高いと判断͞

Εた。こΕを受け、޻事の施޻にΑΓຒ

ଂ文化財がଛյ͞Εるൣғにͭいて記録

保ଘを໨తとした本発掘調査をおこなう

ことになΓ、和歌山県（日高ৼڵ局ݐઃ

෦）が財団法人和歌山県文化財センター

に調査を委託した

　本発掘調査は、平成 22 年７月１日Α

Γಉ年７月 2� 日まで実施し、ͦのޙ出

土遺物の整理業務をおこない、調査報告

書をץ行した。

Ⅱ　遺跡の位置と環境
　蛭田坪遺跡が所在する御坊市は、لҏ൒ౡの੢ւ؛を઎める和歌山県の΄΅中ԝに位置し、ଠ

平༸に面する。市Ҭは、県Լを΄΅ೆ北に෼断するΑうにྲྀΕる日高川のՏޱҬ周辺にల։し、

面ੵは໿ 44kᶷを༗する。ݹདྷΑΓ、ل北地方をհしてのـ಺文化のӨڹと、لೆ・۽野地方を

հしての東ւ地方の文化のӨڹを受けた地Ҭと͑ݴ、日高地方の中֩として発లして͖た。

　市಺には、چੴث時代にはじまΓ中・ۙ世に至るଟ͘の遺跡が遺͞ΕておΓ、県Լでも༗数の

遺跡がີ集する地Ҭである。日高川Ҏೆのٰྕ地ଳには、Մߞ地はগないもののଟ͘のݹ෿がங

͔ΕておΓ、ಛ意なঢ়گをఄしている。また、چੴث時代の遺跡も集中する地Ҭとしても周஌͞

Ε、ւ؛ஈ্ٰに立地することで、県Լのଞの遺跡܈とはҟなる。日高川Ҏ北には、県Լ第ೋの

ԭੵ平野である日高平野が֦がΓ、چ日高川がܗ成したࣗવఅ๷のඍ高地্にはೄ文ޙ期Ҏ߱に

なって集落がӦまΕるΑうになる。弥生時代の遺跡はଟ͘、ࠃ಺ݹ࠷と͞Εる੨ಔثのரܕが出

土した堅田遺跡は、全ࠃతにもஶ໊な弥生時代લ期の環濠集落で、農ࡇߞ᛾に使ΘΕたと͞Εる

ಔ୘が平野෦周辺͔Β７ݸ発͞ݟΕていることもಛචす΂͖ことである。また、平野෦の北東に

写真１　調査風景
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あるಠ立ٰྕのُ山には高地ੑ

集落もଘ在する。ݹ෿はُ山΍

ͦの周辺のٰྕにଟ͘、ݹ෿܈

をܗ成している。ಸ良時代の地

方の໾所である日高܊ᦰは、堅

田遺跡のҰըで発͞ݟΕ整વと

並Ϳ掘立பݐ物がݕ出͞Εてい

る。この΄͔、中世ޙ൒期に日

高を中৺にໂ࿒・༗田地方にӨ

の৓跡がُࢯをもった౬川ྗڹ

山に、ؗ跡がͦの࿢にங͔Εて

いる。

൒代にޙճ調査を実施した蛭田坪遺跡は、御坊市౬川町小松原地಺に所在し、ত和のࠓ　 +3 御

坊Ӻೆ੢にあるපӃલで、用水路ݐઃ޻事中に土ثࢣなどが࠾集͞Ε周஌͞Εた。ͦのൣғは

+3 御坊Ӻのೆ東に東੢に௕֦͘がる。
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10 阪東丘古墳群
11 富安Ⅰ窯跡群
12 富安丘遺跡
13 鳳生寺山墳墓
14 鳳生寺山古墳群
15 亀山銅鐸出土地
16 朝日谷遺跡
17 亀山遺跡
18 亀山城跡

19 亀山古墳群
20 八幡山古墳群
21 富安Ⅰ遺跡
22 津井切遺跡
23 小松原Ⅰ遺跡
24 小松原Ⅱ遺跡
25 湯川氏館跡
��� 蛭田坪遺跡
28 堅田遺跡

図１　堅田遺跡環濠集落

図２　遺跡所在地（s=1/25,000）
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1.砕石
2.盛土
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4.5Y5/1(灰)シルト…………第1b層(旧床土)
5.10YR5/1(褐灰)細砂混じりシルト…第2層
6.10YR4/3(にぶい黄褐)シルト 酸化マンガン粒含…第3層
7.10YR5/2(灰黄褐)シルト…旧水田の畦畔

8.7.5Y4/1(灰)シルト
9.N2/1(黒)シルト
10.N3/1(暗灰)シルト
11.N3/1(暗灰)シルト・酸化マンガン多く含
12.5B2/1(青黒)砂混じりシルト、東に向かい木屑・木葉多い
13.10YR4/1(褐灰)シルト
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Ⅲ　調査の方法と基本層序

1．調査の方法
調査区は෯ 1�5m、௕͞໿ 4�m の区ؒで、ॅ ୐΁のਐೖ路を֬保するため３෼ׂ（調査区１～３）

にして調査を実施した。੝土とߞچ作土はػցにΑΓ掘࡟し、ͦ のΑΓԼを人ྗにΑΓ掘Γਐめ、

遺構ݕ出・掘ΓԼ͛をおこなった。また、遺構ݕ出したϕーεԼに遺構΍遺構面がଘ在しない͔

どう͔を֬ೝするため、αϒτϨンνをઃけて断ׂΓをおこなった。

遺構平面図とน面土層図は、ख実測にΑΓ 1�20 のεέーϧで作成した。記録写真にͭいては

� ʷ 7 判ϞϊΫϩーϜϑΟϧϜ、�5ᶱΧϥーϦόーαϧϑΟϧϜを使用し、దٓσδタϧΧϝϥ

にΑるࡱӨをおこなった。

２．基本層序（図４、図版６）
第 1B 層はߞچ作土の 2�5:��2（փԫ）γϧτで、ͦの্に

੝土がな͞Εࡅੴがෑ͔Εていた。第 1C 層はߞچ作土に伴

うচ土の 5:5�1（փ）γϧτである。第２層は （փ׊）10:35�1

。出しているݕճこの্層で遺構をࠓ、じΓのγϧτでࠞ࠭ࡉ

第２層は 15 ～ 20ᶲのް͞で水平ଯੵしておΓ、ݹい時期の

水田層であったՄೳੑがある。第３層は 10:34��（にͿいԫ

化ϚンΨンをؚΉ層で、50ᶲҎ্のް͞でଯࢎγϧτに（׊

ੵし、Θ͔ͣであるが弥生土ثあるいはೄ文土ثと͑ߟΒΕ

るࡉย（10・11）が出土している。

Ⅳ　調査の成果

調査区の東で୩ঢ়の落ͪࠐΈ（遺構１）を、

ͦΕΑΓ੢ଆでは、ߔ΍ϐοτなどをݕ出した。

す΂ての遺構は第２層্面でݕ出している。

遺構１（図３・５、図版３・４・６）調査

区಺で北方޲にԼるݞ෦をݕ出している。௕

͞は 1��0m Ҏ্、ਂ͞ 1�0m Ҏ্で、立会調

査の２τϨンνの土層断面͔Βもߋに北・東

に֦がっていると͑ߟΒΕる。ଯੵ土はγϧ

τ層͔Βなる্層と༗ػ物をଟؚ͘ΉԼ層と

に෼けることがで͖る。҆全面をྀߟしてఈ

まで掘ΓԼ͛ていないが、֬ೝしಘたൣғで
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図４　基本層序

図５　遺構１出土遺物
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はྲྀΕをࣔすϥϛφঢ়のଯੵはݟΒΕͣ、ߔ・ྲྀ路などのੑ֨をもたないと͑ߟΒΕる。

遺物は্層͔Βਢ（８・３～１）ثܙ、土ثࢣ、݁ থยؠが、Լ層͔Βਢ（４）ثܙ、土（５）ثࢣ、

弥生土（９）ث、໦製඼（６・７）が出土している。

１はഋ֖で、ఱҪ෦中ԝにๅच༷のఠΈを෇す。಺֎面はճసφσ調整である。２・３はഋ਎

で、このうͪ２はఈ෦୺に͘ڧுΓ出した高台を෇す。಺֎面はճసφσ調整である。３は高台

がないタΠϓで、ఈ෦֎面はະ調整、಺面はෆ整方޲のφσ調整である。８はᙈのᰍ෦෇ۙのഁ

ยで、֎面にΧΩ໨を施す。４はഋ਎で֎ఈ෦がະ調整で、಺面はճసφσ調整である。５はು

などの೺ख෦෼で、ܗঢ়はઉঢ়をఄする。͔ࡉいϋέ調整がೝめΒΕる。９はޙ期のᙈ体෦のഁ

ยで、֎面にԣ方޲の平行タタΩを施す。６は方பঢ়の໦製඼で、ย方の୺෦がܽଛし全༰・用

్はෆ໌である。্͛࢓はஸೡで、࢒ଘする୺෦෇ۙには੾ࠐΈを施している。７はඨ΍᝘を編

Ή時に使う໦਴で、ྠ੾Γにしたਊࡐ࣋のଆ面を࡟ΓࠐΜでޑঢ়にしたものである。थൽのҰ෦

が࢒ଘしている。

遺構２（図版４）調査区の中ԝ෇ۙでݕ出したߔঢ়遺構で、調査区಺で໿ 2m をݕ出している。

෯ 40ᶲ、ਂ͞ 10ᶲで、東੢方޲に૸Γ、遺構１のݞ෦がԆびる方޲とಉじである。遺物は土ࢣ

。ยが出土しているࡉのثあるいは弥生土ث

遺構５・７・８（図６、図版５）調査区の੢୺෇ۙでݕ出したϐοτで、直ܘ 40 ～ �0ᶲ、ਂ

͞໿ �5ᶲを測る。３基のϐοτともபのࠟ跡は֬ೝで͖な͔ったが、໿ 2m のִؒで、΄΅Ұ直

線に並Ϳঢ়͔گΒ掘立பݐ物を構成するப݀であったՄೳੑがある。どのϐοτ͔Βも遺物が出

土しないこと͔Β時期はෆ໌である。

1.10YR3/1(黒褐)シルト土
2.10YR5/4(にぶい黄褐)シルトó10YR3/1(黒褐)シルト土10�
3.10YR2/1(黒)シルト土ó10YR5/1á褐灰âシルトのȑȨǾǪƊり
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Ⅴ　まとめ

１．蛭田坪遺跡の立地
蛭田坪遺跡は、ݹい時期の日高川が、ݱ

在のྲྀΕΑΓ੢方にେ͖͘ӌճしていたと

。成͞Εたࣗવఅ๷্に立地しているܗ͖

ඍ高地となるࣗવఅ๷্には、弥生～ݹ෿

時代のओͩった遺跡がల։しておΓ、্ྲྀ

෦ΑΓ法ಙࣉ遺跡－東ڷ遺跡－௡Ҫ੾遺跡

－小松原Ⅱ遺跡－蛭田坪遺跡－堅田遺跡－

田Ҫ・੢川遺跡－ಊのલ੢প遺跡とଓ͘。

また、日ϊິの基෦͔Β日高川のՏ川に͔

けてはւٰ࠭؛が発ୡしておΓ、このٰ࠭

্には、弥生～ݹ෿時代に͔けてのุ地が

ӦまΕている。

い時期の੢川とݹΒΕ、堅田遺跡෇ۙで͑ߟであると࢒എ地の໊ޙ川は、ࣗવఅ๷のࡈ在のݱ

߹ྲྀしていたと͑ߟΒΕる。たͩ、こΕΒのՏ川とはผに、ඍ高地を๓うΑうに、ߋに小͞なՏ
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川がෳࡶにྲྀΕていたことが堅田遺跡の調査などで໌Β͔に͞Εている。

蛭田坪遺跡は東੢に௕͘、弥生時代～中世の遺構ݕ出面が +3 御坊Ӻ෇ۙΑΓおおΑͦ標高

4m લޙでଓ͖、周஌の遺跡ൣғの੢୺で௿地となって落ͪࠐΈ、北ଆもঃʑに௿͘なることが

֬ೝ͞Εている。また、東ଆは΄΅ಉϨϕϧで小松原Ⅱ遺跡΁とܨがっている。こΕは、ࣗવఅ

๷্に遺跡がల։するূࠨであΓ、おͦΒ͘ඍ高地遺跡の੢୺෇͔ۙΒ堅田遺跡方޲΁ࣗવఅ๷

がೆ੢方޲に湾ۂするものと͑ߟΒΕる。

２．蛭田坪遺跡の位置づけ
蛭田坪遺跡は、東に઀する小松原Ⅱ遺跡

とҰ࿈の遺跡であると͑ߟΒΕ、ೋͭの遺

跡は、େま͔にӺલ௨Γを境に東੢に෼け

ΒΕている。

蛭田坪遺跡の発掘調査は、こΕまで道

路改良޻事΍ళฮ・ॅ୐౳のݐઃに伴い、

（財）和歌山県文化財センター΍御坊市教

育委員会・御坊市遺跡（文化財）調査会に

Αって、数ଟ͘実施͞Εている。調査区は

小なものがଟいものの、断ยతではあるڱ

が蛭田坪遺跡の಺༰のҰ୺が໌Β͔になっ

て͖ている。図８と表１は +3 御坊Ӻ周辺と、ͦのೆ੢෦でおこなΘΕたओな調査の֓ཁである。

なお、小松原Ⅱ遺跡として調査͞ΕたものもؚΜでいる。

こΕΒの成果͔Β、御坊Ӻ周辺には弥生時代中期とݹ෿時代の集落がల։していること΍ಸ良

時代を中৺とするݹ代の遺構もൣ޿ғに޿がっていることが༧想で͖る。ݕ出͞Εた弥生時代中

期の୦݀ॅډは２౩であるが、環濠と͑ߟΒΕるߔが数Օ所で֬ೝ͞Εている。また、ಉ時期の

出͞Εておݕのෑ地など͔Βもߍԝؗ高ل΍県立ߍをはじめとする遺構が御坊市立౬川中ֶډॅ

Γ、当֘期の遺物が出土するൣғ͔Β想定すると東੢໿ 400m、ೆ北໿ �00m のن໛をもͭ環濠

集落で、日高平野の中でもڌ఺తな集落であったՄೳੑが͑ߟΒΕる。ྡ઀して方ܗ周ุߔも֬

ೝ͞Εていること͔Βも、集落（ॅډҬ）の੢ଆにุҬがӦまΕていたՄೳੑもある。この΄͔、

に੢ଆには生産Ҭがల։しߋతにධՁするなΒ、ุҬのۃճ֬ೝしている第２層を水田層とੵࠓ

ていたՄೳੑも͑ߟΒΕる。

また、弥生時代中期の集落と想定したൣғを΍΍੢にεϥΠドしたΑうにݹ෿時代の集落もଘ

在し、΄΅ಉじൣғで、ݹ代の掘立பݐ物΍ߔ・土޵などがݕ出͞Εている。ݹ代のנなどの出

土もଟ͘、נ෪ݐ物がଘ在したことがӐ͑、ࣉ΍׭ᦰతなݐ物がଘ在したՄೳੑが͑ߟΒΕる。

0

ি߫ЏÀ

ඛЏ

Џࢨ׬

ົࢥન・ۜનの࠯ൢۜ

200ｍ

図９　蛭田坪遺跡周辺の弥生時代中期集落想定図
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蛭田坪遺跡 ෍地ࢄ ඈௗ時代
୩ঢ়落ͪࠐΈ

ߔ
ϐοτ

弥生土ث　ਢثܙ
土ثࢣ　໦製඼
（໦਴΄͔）

ཁ　　　໿

調査区は෯ 1�5 ̼、௕͞ 4� ̼のτϨンνঢ়で、東୺でඈௗ時代と͑ߟΒΕる୩ঢ়の落ͪࠐΈを
出したが、こΕΒのݕΒΕるப݀などを͑ߟ物を構成するとݐ΍掘立பߔ出した。੢ଆではݕ
時期にͭいては໌Β͔でない。蛭田坪遺跡は̧̟御坊Ӻのೆ東に東੢に௕֦͘がる遺跡である
が、弥生時代中期͔Β中世に͔けての遺構がଟ͘ల։するのは小松原Ⅱ遺跡と઀する東ଆで、
ͦ、ճの調査区はࠓ のԑ辺෦にあΓ遺構ີ౓もബいঢ়گであった。遺構ݕ出をおこなった面Լに、
෿時代の水田が֦がる生ݹΒΕる層がଘ在すること͔Β、弥生時代͔Β͑ߟ代Ҏલの水田とݹ
産ҬであったՄೳੑもある。
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１．遺跡遠景（矢印）
　　（南西上空から）

２．調査区遠景（矢印）
　　（北西から）

３．調査区近景
　　（西から）

図版１





１．調査区１（西から）

２．調査区２（東から）

３．調査区２（西から）

図版２





１．調査区３（東から）

２．調査区３（西から）

３．遺構１（南西から）

図版３





１．遺構１断面
　　（北西から）

２．遺構２
　　（北西から）

３．遺構３・４
　　（南から）

図版４





１．遺構５断面
　　（北から）

２．遺構７断面
　　（西から）

３．遺構８断面
　　（北から）

図版５
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例　言

１．本書は、和歌山県御坊市小松原に所在する蛭田坪遺跡の発掘調査報告書である。

２．調査は、県道 191 号江川小松原線道路改良事業に伴うもので、和歌山県の委託を受けて、和

歌山県教育委員会の指導のもとに、財団法人和歌山県文化財センターが実施した。

３．発掘調査は、財団法人和歌山県文化財センターの川崎雅史・山野晃司が、報告書の作成は川崎

が担当した。

４．発掘調査及び遺物整理業務で作成した実測図・写真・台帳などの記録資料は、財団法人和歌

山県文化財センターが、出土遺物は和歌山県教育委員会が保管している。

凡　例
１．調査並びに本書で使用した座標値は、平面直角座標系（世界測地系）第Ⅵ系のもので、値は

km単位で使用している。図面に使用している北方位は座標北で、標高は東京湾標準潮位（Ｔ．

Ｐ．＋）の数値である。

２．土色は、農林水産省農林水産技術会事務局監修「新版標準土色帖」に準じ、土質は調査担当

者の任意の判断でおこなっている。

３．調査で使用した調査コードは、10 － 24・027（2010 年－市町村番号・遺跡番号）で、記録資

料はこのコードを用いて保管している。
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